
http://www.s-nittai.ed.jp

日本体育大学附属高等支援学校

2017
入学案内

〒093-0045　北海道網走市大曲1丁目6番1号
TEL：0152（67）9141　FAX：0152（67）9142

日本体育大学附属高等支援学校

交通アクセス

都市間のアクセス

鉄道	 札幌	〜	網走	（特急オホーツク）　1日4便
	 所要時間	 札幌	〜	網走　約5時間30分
	 	 旭川	〜	網走　約3時間50分

市内バス	 大曲行き　網走駅	〜	大曲　約7分

航空機	 千歳	〜	女満別　約		45分　1日7便
	 羽田	〜	女満別　約105分　1日5便
	 中部	〜	女満別　約115分　1日1便
	 関西	〜	女満別　約125分　1日1便	（夏季のみ）

空港線バス	 網走行き　女満別空港	〜	市営住宅前　約20分

都市間バス　	 札幌	〜	網走　1日9便
	 所要時間	 5時間50分
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大曲湖畔園地

女満別空港からは、車で約20分 ！

国道39号を北上して、
大曲交差点を左折したら

学校はすぐそこ ！

目印はコレ ！

平成29年4月開校

主要都市から
女満別空港までは

直行便が
出ています ！

羽田空港

女満別空港

中部空港

関西空港

約105分

約115分

約125分



日本体育大学附属高等支援学校は、
地域との関わりを大切にする開かれた学校づくりを  目指しています。

春 夏 秋 冬

日本体育大学の新たな挑戦
共生社会の実現に向けて

スポーツ・農業・芸術に学んで
〈こころ豊かな未来〉 を引き寄せましょう！

創立125周年を迎えた学校法人日本体育大学は、建学の精神「體育富強之基」を掲げ、全国に体育・

スポーツ指導者を輩出してまいりました。スポーツ文化や国民の体力向上にくわえ、人々に希望と勇気を

与えてきたのも日体大の誇りであります。平成26年度からは、「医療も日体大のフィールド」とし、保健医療

学部を設置しました。一方、スポーツ基本法が施行され、障がい者のスポーツ教育の必要性も生じ、日体

大は附属高等支援学校を世に先駆けて設置することになりました。スポーツ教育を基軸に、労作（農業）

教育と情操（芸術）教育を行う個性的な学校です。共生社会への新たな日体大の挑戦であります。

本校は〈スポーツ・農業・芸術〉活動を教育の三本柱に据えて、〈自主・自立できる生徒〉の育成を目指し

ます。スポーツ活動は“こころとからだ”の健康を育み、野菜づくり（農業）は“自然との静かな対話”を促し、

美術品の作成は“美を愛でる感性”を研ぎ澄ますからです。こうしたスポーツ教育・労作教育・情操教育を

日常的に積み重ねていけば、生徒とともに生徒自身が納得のできる将来を切り拓くことができます。日本

体育大学の附属高校である本校に学んで、生徒の皆さんに自主・自立の精神を培っていただきたいと

思います。

学校法人	日本体育大学
理事長

松浪 健四郎

日本体育大学
学長

谷釜 了正

理事長
あいさつ

自然に恵まれた地の利を活用して
心躍る体験を作り出し、
豊かな人間性を育む

本校は「スポーツ」「労作」「情操」の3つを教育の軸と定めました。この3分野は

人間づくりの重要な基礎であり、生徒の興味・関心を芽吹かせる土壌になるもの

と考えています。興味・関心の芽は、継続する力につながり、やがては確かな

成長の実感を生徒にもたらすでしょう。こうした自己肯定感を醸成するためには、

生徒と教員が一体となって心躍る体験を作り上げていくことが重要だと考え

ます。本校では、網走の地域全体を学びのフィールドと捉え、市民の方々と

交流する機会も豊富に設けています。人に触れ、自然に触れる経験を通し、生徒

にとって生涯の財産となる豊かな人間性を育んでまいります。

校長
あいさつ

学長
あいさつ

日本体育大学附属高等支援学校
開設校長

島崎 洋二
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生徒一人ひとりの
人権を尊重しながら、
障がいの特性に応じた

専門的な教育を
おこなう

国内初の
スポーツ教育を

主軸とした
特別支援学校

絵画、書道、
ダンスなど教育の
あらゆる機会を

通しての情操教育

網走市の特性を
生かした労作教育
（農業、園芸、
流通サービス）

スポーツ教育

労
ろ う

作
さ く

教育

日本体育大学附属高等支援学校が生み出す
自立への好循環

情
じょう

操
そ う

教育

安心・安全の教育環境

体育、部活動を通して
たくましい体と
健やかな心を育む

作業学習、
就労実習を通して
働くことの
楽しさ尊さを培う

芸術、ダンスなど
様々な学習を通して
豊かな感性を養う

地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

で生
い

きるチカラを培
つちか

う
スポーツ・労作・情操の3つの柱で
基本的な生活習慣を身につけた生徒を育成します
本校では、「継続して働くこと」「地域で自立して生活すること」を目標として、
スポーツ・労作・情操の教育に注力しています。スポーツ教育で培う
健全な心身、労作教育を通して学ぶ働く意義、情操教育で養う豊かな感性。
3つの素養を習得することにより、生徒の個性がいっそう輝き、
自立した未来が開けてくるものと考えます。

スポーツ教育を通して、健康で頑強な身体を形成するとともに、ルールやマ

ナーを遵守する心、人との関わり方を習得してほしいと考えています。トップア

スリートを目指すことだけが、スポーツの取り組み方ではありません。周囲とコ

ミュニケーションをとりながら運動を楽しみ、心身の健やかさを保つことも、立

派なアスリートの姿です。本校では、生徒一人ひとりのスポーツへの関わり方

に応えられるような、幅広い教育プログラムを用意しています。また、日本体育

大学との連携を生かし、クオリティの高い指導を行うことが可能なのも強みの

ひとつでしょう。もちろん安全面にはしっかりと配慮をして、急なトラブルにも

複数教員で迅速にフォローできる体制を整えています。のびのびとスポーツを

楽しむ中で、諦めずに挑戦する心や他者と連帯することの喜びを学び、社会

的自立の基礎を養ってほしいと思います。

スポーツを通して心身の健康を育み、
周囲とのコミュニケーション力を養ってほしい

ルール・マナーを
大事にする心

諦めずに
継続していく精神

スポーツや身体に
関する知識

生徒に身につけてほしい力

労作教育では、農業やビルメンテナンス、流通サービスの実習を展開していく

中で、生徒各自の興味を引き出し、楽しいと感じながら作業に取り組んでもら

えることを大切にしています。社会に出れば、ちょっとした環境の違いから、戸

惑い、立ち止まってしまうこともあるでしょう。そうしたときのために、自分の気持

ちをうまく表現し、周りの人とコミュニケーションをとりながら困難を乗り越えて

いける力を養っていきます。また、地域の農家にご協力いただき、網走湖畔の

広大な園地も活用するなど、雄大な網走の土地ならではの学びを用意してい

ます。地域企業への就労実習も計画しており、社会的自立に向けて、少しず

つ成長を実感してもらえるに違いありません。作ること、作業することは、生徒

たちが新たな興味の扉を開く良いきっかけとなるはずです。そこで表れた特性

を見逃さず、将来社会に生かせるよう伸ばしてあげたいと考えています。

生徒一人ひとりの特性を尊重し、
将来自活していくための素養を育む

人と関わっていく力

社会的自立心

環境の変化を
乗り越える力

生徒に身につけてほしい力

情操教育とは、日々の生活を豊かにするために「感動する心」を養うことです。

例えば夕焼けのグラデーションに心を動かされたり、ふと耳にした音楽に癒され

るといった経験を積み重ねることが、人生を充実したものにします。生徒たち

には、生活の中から小さな感動をすくい上げる感性と、その感動を表現する手

段を学んでほしいと考えています。表現の手段は言葉だけではありません。絵

画や造形、歌唱、ダンスなどの多様なプログラムを用意し、生徒それぞれが自

分に合った表現方法を見出せるよう導いていきます。自然に恵まれた本校は、

身体の諸感覚を働かせる教育に適しており、触る、聞く、嗅ぐといった感覚を目

いっぱい使うことで、生徒の個性はより豊かなものになるでしょう。また、地域

の人たちとの交流に重きを置いた体験学習も展開していきます。本校で培っ

た感性、表現力を生かし、彩りのある人生を送ってほしいと思います。

生活の中の小さな感動を大切にして、
その感動を表現する手段を身につける

豊かな感受性

自然や他者を慈しむ心

感じたことを表現する力

生徒に身につけてほしい力

体育担当

長澤 知博 先生

体育担当

栗原 太郎 先生

美術担当

小林 香澄 先生

Education

寄宿舎生活を通し
基本的生活習慣の

定着

体育・部活動を
通して

心身の健康を育む
スポーツ教育

スポーツ教育

労作教育

情操教育
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2016年4月に完成した本校舎は、網走川沿いの緑豊かな場所にあります。
広大な敷地には、2棟の体育館とグラウンド、ビニールハウス付きの畑もあります。衛生面や安全への配慮はもちろんのこと、
生徒一人ひとりの「やりたいこと」を実現できるように、設備の充実をはかりました。
楽しく伸びやかに学びながら、自立した生活ができる素養を身につけてください。

校舎外観

1F

約5,000平方メートルの広々としたグラウンド
では、のびのびと運動を楽しむことができます。
特に陸上競技に力を入れ、走り幅跳びのピット
や160mもある直線トラックも用意しています。

校
こう

舎
しゃ

裏
うら

の園
えん

地
ち

では、
ビニールハウス栽

さい

培
ばい

も
体
たい

験
けん

できます

3F

美術室 音楽室

図書室作法室 コンピューター室

ホール

2F

し　　	ぜん　　　　　	ぬく　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　		まな　　　　　　　　　		ば

数学担当

西川先生

体育担当

塩見先生

体育担当

伊藤先生

生徒一人ひとりの「やりたいこと」を実現する
明るく安心・安全な環境を整えました

Facilities

自然の温もりを活かした学びの場

情報担当

工藤先生

パソコンを
使
つか

った学
がく

習
しゅう

も
あります

コミュニケーションをとりながら調理がしやすい、
アイランド型キッチンを配置しています。パンを
焼くベーカリーオーブンや、ピザ生地をこねる
器具もあります。

実習室

会議室

職員室 事務室
校長
室

第二体育館

園芸
作業室

ピザ窯室

調理室1

調理室2第一
体育館

生
せ い

徒
と

玄
げ ん か ん

関

バスケットボールコート1面分の広々とした
体育館。全校集会もここで行います。

第
だ い い ち た い い く か ん

一体育館

トマトや
カボチャ
育
そだ

てよう

豊富なトレーニング機器を揃えています。また、
畳敷きの柔道場も備えており、心身を鍛えるこ
とができます。安全面への配慮から、マットで壁
を覆っています。

第
だ い

二
に

体
た い

育
い く

館
か ん

柔
じゅうどうじょう

道場

トレーニング機
き き

器

グラウンド

160m直
ちょくせん

線トラック

調
ちょう

理
り

室
し つ

業務用の清掃機械を使用し
て、実際の仕事に即した実習が
できます。トラックが通れるほど
の大きな扉が備えてあり、梱包や
積み込みの実習も行います。

実
じ っ

習
しゅう

室
し つ

走
はし

り幅
はば と

跳び

生単教室

2年教室1年教室 1年教室 生単教室

多目的ホール

ホール

　　		相
　	談
室

3年教室

絵画や造形の授業を行う教室で
す。創作の勉強を通して、自分らしい
表現の手法を身につけていきます。

美
び

術
じゅつ

室
し つ

ピザ窯
がま

2階
かい
〜3階

かい
にかけた

吹
ふ
き抜

ぬ
けのホール

一
いっしょ

緒に楽
たの

しく
数
すうがく

学を
勉
べん

強
きょう

しましょう

更衣室
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1F

2F

3F

寄宿舎は校舎と併設しているため、安全に登下校をおこなうことができます。
また、登下校に負担がないことから、勉強や部活動にも集中しやすいでしょう。
指導員が常に控えており、万全のサポート体制を敷いています。
3年間充実した毎日を送り、大きく成長して社会に羽ばたいてください。

起
き

床
しょう

・洗
せんがん

顔・歯
は

磨
みが

き 6:30	 ～	 7:00

清
せいそう

掃 7:00	 ～	 7:20

朝
ちょう

食
しょく

準
じゅん

備
び

 7:20	 ～	 7:30

朝
ちょう

食
しょく

 7:30	 ～	 8:00

登
とう

校
こう

準
じゅん

備
び
・登

とう
校
こう

 8:00	 ～	 8:30

学
がっ

校
こう
	 8:40	 ～	 12:10

昼
ちゅう

食
しょく

準
じゅん

備
び
	 12:10	 ～	 12:20

昼
ちゅう

食
しょく
	 12:20	 ～	 13:00

学
がっ

校
こう
	 13:10	 ～	 16:45

入
にゅう

浴
よく

・洗
せんたく

濯	 17:00	 ～	 20:00

夕
ゆう

食
しょく

準
じゅん

備
び
	 17:50	 ～	 18:00

夕
ゆう

食
しょく
	 18:00	 ～	 18:30

清
せいそう

掃	 18:45	 ～	 19:00

自
じ

由
ゆう

時
じ

間
かん
	 19:00	 ～	 21:00

学
がく

習
しゅう

時
じ

間
かん
	 21:00	 ～	 21:30

就
しゅう

寝
しん

準
じゅん

備
び
・消

しょう
灯
とう

就
しゅう

寝
しん
	 21:30	 ～	 22:00

寄
き

宿
しゅく

舎
し ゃ

での1日
に ち

の流
な が

れ

150名
めい

が一
いち

堂
どう

に集
あつ

まることができます。大
おお

きな窓
まど

からは光
ひかり

がたっぷり差
さ

し込
こ

み、気
き

持
も

ちの良
よ

い空
くう

間
かん

で食
しょく

事
じ

を楽
たの

しめます。

洗
せ ん た く し つ

濯室

生徒の皆さんが心身ともに健やかで、安心して過ごせることを第一に考えて

います。学校では勉強や部活動に励んでいる分、寄宿舎に帰ってきたらで

きるだけリラックスしてもらえるよう、快適な環境づくりを心がけています。ま

た、インターネットなどを活用し、保護者の方々へ生活の様子を発信してい

ける仕組みもつくっていきます。寄宿舎での生活は、将来生徒たちが自活し

ていく上で必要な学びに満ちています。職員同士しっかりスクラムを組み、

生徒たちに寄り添いながら、成長の手助けをしていきたいと思います。

規
き

則
そく

正
ただ

しい
生
せいかつ

活を心
こころ

がけ
ましょう

どんな
悩
なや
みでも
相
そうだん

談して
ください

おいしい
食
しょく

事
じ

を楽
たの

しみ
ましょう

寄
き
宿
しゅく
舎
しゃ
の名

な
前
まえ
は

雄渾舎（ゆうこんしゃ）

明
あか
るい

エントランス

寄宿舎外観

寄宿舎指導員

松浦先生

進路担当

髙橋先生

事務担当

小野さん

事務担当

荒谷さん

大須田先生

寄宿舎指導員から

食堂

脱衣所

厨房

舎務室

エントランス

浴室

洗濯室／乾燥室

洗濯室／乾燥室

トイレ
ラウンジ

ラウンジ
トイレ

舎	室

舎	室

舎	室

舎	室

宿直室

宿直室

舎
し ゃ し つ

室（2人部屋）

なか　　ま　　　　　　　　きずな　　　　		きず　　　　　せい　		かつ　　　　　		ば

共同生活を通じて、コミュニケーション能力を養い、
社会参加するための基礎を身につけます

Facilities

仲間との絆を築く生活の場

浴
よ く

 室
し つ

お風
ふ ろ

呂の
広
ひろ

さが魅
み

力
りょく

	！
仲
なか

間
ま

と一
いっしょ

緒に
疲
つか

れを癒
いや

そう

ラウンジにはテレビを設
せっ

置
ち

しています。自
じ

由
ゆう

時
じ

間
かん

に
ゆったりとくつろぎ、仲

なか

間
ま

とコミュニケーションを深
ふか

め
る場

ば

です。

ラウンジ

シャワーとカランは18個
こ
完
かん
備
び
	！

20名
めい
が

一
いち
度
ど
に入れる
大
だい
浴
よく
場
じょう
	！

食
しょく

 堂
ど う

カーテンを
閉
と
じると

プライベートな
空
くうかん
間に	!

勉
べんきょうづくえ
強机とベッド、
クローゼットを
個
こべつ
別に用

ようい
意	！

洗
せん
濯
たく
機
き
は20台

だい
完
かん
備
び
。

洗
せんたく
濯はもちろん、

掃
そう
除
じ
などの家

か じ
事をこなして

生
せいかつ
活する力

ちから
を磨
みが
こう	！
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網走湖やオホーツク海を望むスキー場。初級向けから上級向けまで全７コース
のうち、６コースでスノーボードの滑走が可能。ナイター設備も完備し、美しい景
色を見下ろしながらパウダースノーが楽しめます。

網
あ

走
ばしり

レークビュースキー場
じょう

網走スポーツ・トレーニングフィールドは網走湖を見下ろす自然林の中にある
スポーツ施設です。東京ドーム約９個分の広大な敷地内には、日本一と定
評のある、Jリーグやラグビートップリーグのチームが合宿を行う天然芝フィー
ルドが７面、全天候型テニスコート16面、野球場、ソフトボール場、アーチェ
リー場のほか、陸上競技の投てき競技専用の練習場を備えています。

スポーツ・トレーニングフィールド

網走エリアのスポーツの拠点として、JOC認定競技別強化セン
ターに認定を受けた市営陸上競技場をはじめ、総合体育館、
市営球場、市民プール、パークゴルフ場などが揃っています。

網
あ

走
ばしり

運
うんどうこうえん

動公園

夜
や

間
かん

照
しょう

明
めい

も
完
かん

備
び

した
スケートリンク

さまざまな
目
もく

的
てき

に対
たい

応
おう

した
市
し

営
えい

施
し

設
せつ

です

オホーツクの
美
うつく

しい風
ふう

景
けい

を
見
み

下
お

ろしながら
楽
たの

しもう	！

海、川、山、湖、丘陵のすべてに恵まれた網走の自然は、生徒の感性を磨き、その人間性に深みを与えます。
また、多数のスポーツ施設が存在し、冷涼な気候のもと目いっぱい運動にも取り組めます。
四季の表情豊かな網走の土地は、生徒の成長を促す絶好の学び場。
本校では、土地の利を最大限に活用し、幅広い教育を展開しています。

網走の朝。漁の操業に出かける船のエンジン音が、静かに響く。一気に街中の木々が新緑に染まる。涼しい朝の光を求

めてウォーキングやジョギングを楽しむ市民がそこにいます。世界最南端に流氷が接岸する街、網走。その流氷こそが、海

と大地のおいしさを運んできてくれます。オリンピック選手やワールドカップ出場の選手たちさえも、強化のための合宿地と

して選ぶ網走には、その練習環境、体を作るためのおいしい食事、そして休養と、スポーツを強くする環境があります。

春夏秋冬。厳冬の寒さがふとして緩んで春を感じ、夏の盛りに秋風の音に驚かされる。そして収穫の秋に喜びを見る。

自然とともに生かされる人間の生き方と、大地が見せるやさしく、時には厳しいその表情は、きっと、ここに来られる生徒たち

を、立派な大人へと成長させてくれるものと確信しています。皆さまのご入学を、市民をあげて歓迎いたします。
網走市長
水谷 洋一

市民をあげて歓迎いたします

まな　　　　　　　　			はば　　　　　ひろ　　　　　　　　　　	しゅう　	へん　　し　　せつ

網走市の全面的なバックアップによって
オホーツク・網走のすべてが学びのフィールドに

Environment

学びの幅を広げる、周辺施設

網
あ
走
ばしり
市
し
の

すべてが学
まな
びの

フィールドです

齋藤
事務長　　　　　

夜
よる
は、ライトアップされ
幻
げんそうてき
想的な空

くう
間
かん
に	!

市
し

営
えい

陸
りく

上
じょう

競
きょう

技
ぎ

場
じょう

総
そうごうたいいくかん

合体育館

市
し

民
みん

プール

トップ
アスリートも
練
れん

習
しゅう

などで
利
り

用
よう

します

網走市が所管する180,000平方メートルの広大な自然公園。
農地や河畔林、湿地帯などの環境を利用した体験学習ができる
場として、市民や観光客に開放されています。本校は、徒歩15分
の距離にあるこの園地に6,000平方メートルの土地を借りていま
す。ジャガイモやカボチャ、トウモロコシなどを栽培し、農作業の体験
学習に活用します。

大
お お

曲
まがり

湖
こ

畔
は ん

園
え ん

地
ち

農
の う

作
さ

業
ぎょう

の体
た い

験
け ん

学
が く

習
しゅう

で活
か つ

用
よ う

 ！

網走の美しい自然を眺めながら滑ることができるスケートリンク。夜間照
明完備の１周400ｍのスケートリンクをはじめ、サブリンクやアイスホッケー
リンクなども備えています。

網
あ

走
ばしり

市
し

営
えい

スケート場
じょう

10 11


